A study of nursing autonomy Part 3 : The influence of their dependency, spirit of independence,and defiant attitude on the nurses’ professional autonomy by 川西 千恵美 et al.
富 山 医薬大医誌 9 巻 1 号 1996年
原 著
看護婦の専 門的 自 律 に 関す る 研究
そ の 3 一 依存性 開 き 直 り 度， 独立意識 の 専 門 的 自 律度へ の 影響 －
川 西千恵美 1 ） ， 高 間 静 子 2 ） ， 塚 原 節 子 3 )
I ） 富 山 医科薬科大学 医学部看護学科成 人看護学教室
2 ） 富 山 医科薬科大学 医学部看護学科基礎看護学教室
3 ） 富 山 医科薬科大学附属病 院看護部
A study of nursing autonomy 
Part 3 - The influence of their dependency, spirit of independence, 
and defiant attitude on the nurses’ professional autonomy -
Chiemi KAW ANIS HI 1 i ,  Shizuko T AKAMA 2 i ,  Setsuko TSUKAHARA 3 i 
1 i Department of Adult Nursing, School of Nursing, Faculty of Medicine, 
Toyama M edical and Pharmaceutical University, Toyama 930-01 ,  Japan 
2i Department of Foudamental Nursing, School of Nursing, Faculty of 
Medicine, Toyama Medical and Pharmaceutical University ,  Toyama 930-01 , 
Japan 
3 l  Department of Nursing, Toyama Medical and Pharmaceutical University 
Hospital, Toyama 930-01 ,  Japan 
Key words : nursing autonomy, dependency , spirit of independence, defiant atti­
tude 
要 旨
富 山 県 内 の公立病 院で就 労 す る 看 護 婦 161 名 を 対
象 に 質 問 紙 留 置 法 で ， Pankratz Nursing 
Questionnaire と 依存性尺度， 聞 き 直 り 度尺 度 ， 独
立意識尺度 を 用 い て ， 個 人 の 依存性， 聞 き 直 り 度 ，
独立意識の看護婦 の 専 門 的 自 律 度への 影響 を 検討 し
た 。 そ の結果， 以下の こ と が明 か に な っ た 。
1 ） 専 門 的 自 律 度が高 い 人 は ， 依存性 の 中 の 他 人
に 依存す る 道具 的依存性が低い。
2 ） 看護婦 の柔軟 な 姿勢 を 示す専 門 的 自 律度が高
い 人 は ， 聞 き 直 り 態度 を も っ て い る 。
3 ） 専 門 的 自 律度が高 い 人 は ， 独立意識が高 い 。
は じ め に
専 門 職 と し て の 自 律度 と は 「 そ の 職業 に お い て 職
業 人 と し て の 自 分 自 身 を 知 り ， 自 ら の価値観， 判 断
に 基づ き ， 選択決定で き ， そ の 決定 に 対 し 自 他 の 関
係 を わ き ま え な が ら 責任 を も っ て 行動で き る こ と 。
専 門 職 で あ る た め の 必要不可欠 な 用 件であ り ， 本 質
的 な 用 件 で あ る 」 I ） と 定義 さ れて い る 。
我 々 は ， こ れ ま で看護婦 の 経験年数 ・ 職階 な ど の
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違 い に よ っ て専 門 的 自 律 度が どの よ う に 異 な る か調
査 2 ） を し て き た 。 既 に ， 教育背景や職務満足 度 と 専
門 的 自 律度 と の 関 係 に つ い て に の研究ト 5 ） が行 わ れ ，
高学歴 の 人 が専 門 的 自 律度の得点が高 い結果 な どが
報告 さ れて い る 。 し か し ， 看護婦の専 門 職 と し て の
自 律度 と パ ー ソ ナ ル シ ス テ ム と の 関 係 に 関 す る 報告
は極め て 少 な い 。
識 と の 関 係 を t able l に 示 し た 。 PNQl と 聞 き 直 り
度 と の 間 に は 有意 な 相 関があ っ た 。 PNQ3 と 依存 性
の 下位概念 の 「 自 己の欲求 ま た は課題実現の た め に
他 人 に 依存す る 道具 的依存性j と の 聞 に は有意 な 相
そ こ で， 本研究 で は ， 看護婦の専 門 的 自 律 度
関があ っ た 。 PNQ すべて に お い て 独 立 意 識 の 下 位
概念の独立性 と の 聞 に 有意 な 相 関があ っ た 。
年令別 に み た PNQ2 と 依存性 と の 関 係 を table 2 
に対す る ， 依存性， 独立意識， 聞 き 直 り 態 度 の Table 2 Relations between nursing autonomy and 
影響 を 明 か に す る こ と を 試み た 。 dependency in each age group 
Dependency 
n =1 6 1 




対 象 は ， 富 山 県 内 の 6 公立病 院で働 く 看護 婦
161 名 で ， そ の 詳細 は 「専 門 的 自 律 に 関 す る 研
究そ の 1 J 6 ＇ に 述べ た 。
PNQ2 25yrs.or younger 55 ー0.038
26-30yrs. 23 -0. 1 86 
3 1 -40yrs. 63 0.278” 
41 yrs.or older 20 -0. 1 27 
Partial correlation coefficient * p く0 .05 ， ＊念 p <0 .01




測定用具 は ， 専 門 的 自 律度 測定 に は 志 自 岐 5 )
が 日 本 版 に し た Pankratz Nursing 
Questionnairイ ） （ 以 下 PNQ と 略す ） を 用 い た
依存性の測定 に は辻 8 ） の 依存性尺 度 を 用 い ， 聞
き 直 り 度 の 測 定 に は 宗像 9 ） の 聞 き 直 り 度尺 度 を
用 い た 。 独立意識の測 定 に は ， 加藤 ら IO） の 独 立
意識尺 度 を 使用 し た 。
Table 3 Relations between nursing autonomy and 
dependency in each career ladder 
n =1 61 
Dependency 
調査方法， 期 間 ， デ ー タ の 分析 は ， 「専 門 的
自 律 に 関 す る 研究 そ の 1 J 6 ＇ で述べ た 。
Components n lnstrumetal Emotional Dependency 
結 果
dependency dependency total 
PNQ3 Nurse 1 42 0.057 0.71 2林 ・0.233＂林
Manager 1 9  0. 1 02 
Partial correlation coefficient 林 p <0 . 01
0.638林 ・0. 1 87
専 門 的 自 律度 と 聞 き 直 り 度 ， 依存性， 独 立 意
Table 1 Relationships between nursing autonomy, and each o f  defiant att1-
tude, dependency, and spirit of independence 
n =1 61 
Dependency Spirit of independence 
Components Defiant 






＠閃y dependency dency to pa conflict 
PNQ1 0 . 1 7 1  * ・0.1 47 0.021 
PNQ2 0.093 -0.034 0.005 
PNQ3 0.054 -0.230 ** 0.01 5 
PNQ1otal 0 . 1 47 -0.1 70 * 0.0 1 7  
Partial correlation coefficient * p く0. 05， 帥 p <0 .01
ー0 .083 




0 . 1 95* -0.1 23 ー0.01 7 
0.244林 ・0.057 -0.099 
0 . 1 88* 0.081 -0.204材
0.265材 －0.063 ー0 .1 1 5
看護婦の専 門 的 自 律度 に 関 す る研究
に 示 し た 。 31 ～ 40 歳 群 に お い て の み PNQ2 と 依存
性 合計 と の 聞 に 有意 な 正 の 相 聞 があ っ た が、 他 の 年
齢群 に は み ら れ な か っ た こ と が特徴 的 で あ っ た 。
職階別 に み た PNQ3 と 依存 性 の 関 係 を table3 に
示 し た 。 職階 別 に み る と ， 看 護 婦 に の み PNQ3 と
依存性合計 と の 聞 に 有意 な 負 の 相 闘 があ っ た 。 婦 長
で も 負 の相 関 は み ら れ た が， 有意差 は な か っ た 。
考 察
PNQ の下位尺度の う ち ， PNQl は 看 護婦の 専 門
職 と し て イ ニ シ ア テ ィ ブ， 責任 を と る こ と を 好 ま し
い と 自 覚 し て い る 程度， お よ び＼患者 に 対す る 柔軟 な
態度や病院管理 の た め に患者の権利が剥奪 さ れ な い
よ う に す る 看護婦の柔軟 な 態度 を 測定 し て い る 。
PNQl と 聞 き 直 り 度 と の 聞 に 有意 な 正 の 相 闘 がみ
ら れ た こ と は ， 柔軟 な 態度 を 持 っ て い る 人が聞 き 直
り 態度 を 持 っ て い る と い う こ と で あ る 。 聞 き 直 り 態
度 は ス ト レ ス を 慢性化す る 人 間 関 係 の 悪化 を 防 ぐ こ
と がで き る 9 ） と 言 わ れ て い る 。 具体的 に は ， 都 合 が
悪 い と き に は そ の理由 を 感情的 に で は な く ， 冷静 に
現実的 に 相手 に 伝 え ， 自 分 と 相手がそ れ な り に 満足
で き る よ う に 妥協 ・ 調整す る 関 係 を つ く る こ と がで
き る 。 そ の よ う な 態度 を 持 っ て い る こ と が柔軟 な 姿
勢 と な っ て 表 わ れ て い た と み な さ れ る 。 何 人 か い れ
ば 中 に は 私 の こ と を 嫌 う 人 も い る ， そ れが普通 だ と
考 え ら れ る 人 は ， 患者や病院管理 に対 し て も 柔軟 な
態度で対処で き る こ と に な る 。
PNQ2 は ， 看護婦が患者 の権利 を どの程度認め て
い る か， お よ び患者 に対 し どの程度 自 由 を 認め て い
る か に つ い て 測定 し て い る 。 専 門 職であ る 看護婦 は
自 律 し て い る こ と が不可欠で 依存性 は低い こ と が
望 ま し い と 考 え ら れ る が， PNQ2 と 依存性 と の 関 係
を 年令別 に み る と ， 31 ～ 40歳群 に お い て の み PNQ2
と 依存性合計 と の 問 に 有意 な 正 の相 関 がみ ら れ た 。
田 尾11） は 看護婦 の 自 律性 は勤続10年 以 降 に 高 く な る
と 報告 し て い る 。 こ の結 果 は ， 今回 の調査 と 矛 盾 す
る よ う で あ る が， 15年前 の報告 で あ る の で， 10年 の
臨床経験で婦長 に な れ た 時代 だ と 思 わ れ， 経験年 数
の み で な く 職階の影響 も 受 け て い る と 考 え ら れ る 。
1990年 代 に な る と ， 佐藤凶 も 自 律 は必ず し も 経 験年
数 と 一致 し て い な い と 述べ て い る 。
ま た ， 31 ～40歳 の 時期 は ， 看 護 の技術の 熟練 の 度
合 い を 5 段 階 に 分類 し た Benner川 の 「 中 堅 J に あ
た る 時期 と 考 え ら れ る 。 し か し 中 堅 は 誰で も が な れ
る も の で は な い と 述べ て ら れ て い る こ と か ら も ， 今
回 の対象者 は ， 専 門 的成熟が加 わ っ た 反面， 育 児 の
負 担14） な どで依存傾向が高 ま っ て い て 中 堅 の レ ベ ル
に 達 し て い な か っ た 可能性が大 き い 。 そ の結果， 患
者権利 の 尊重 を よ り 認め ら れ る 人 は依存性が高 く な っ
た と み な さ れ る 。
PNQ3 は ， 医 師 と の意見の不一致や患者 の 個 人 的
な 事柄 に 関 す る 看護婦の積極性 を 測定 し て い る 。 職
階 別 に み た 時 ， 婦 長 ・ 看 護 婦 と も に PNQ3 と 依 存
性の情動的依存性 と の 聞 に 有意 な 高 い相関が得 ら れ
た 。 依存 性 は 自 己 の欲求課題実現 の た め に 他 人 に 依
存 す る 道具 的依存性 と 心情的安定 を 他 人 と の接触に
求 め る 情動的依存性があ る 。 自 己 な い し 社会への 適
応 と い う 視点 か ら は ， 道具的依存性が小で情動的 依
存性が大 き い方が好 ま し い と い う 報告 8 ） があ る よ う
に専 門 的 自 律度 と の 関 係が， こ の よ う に 道具 的依 存
性が低 く ， 情動的依存性が高 い と い う 結果で あ っ た
こ と は ， 適応 と い う 視点 か ら み る と 妥 当 と 思 わ れ る 。
依存性合計 に お い て ， 看護婦 に の み 有 意 な 負 の 相
闘 がみ ら れ た 。 積極 性 を 示 す PNQ3 で 負 の 相 聞 が
み ら れ た こ と は ， 積極性が高 い 人 ほ ど依存性が低 い
と い う 結果 で あ り ， 依存 し て な い こ と が専 門 職 と し
て 自 律性 を 保持で き る と 考 え ら れ る 。 婦長 で も 負 の
関 係 は み ら れ た が， 対象者数が少 な か っ た た め 有 意
差 は 認め ら れ な か っ た と 思 わ れ る 。
ま た PNQ3 は ， 道具 的 依存 性 と の 問 に 有 意 な 負
の 相 関 がみ ら れ た 。 伝統的 な 役割 限定への拒絶が高
い 人 は ， 道具 的依存性が低い と い う 結 果 か ら ， 他 人
に 頼 ら ず伝統的 な 役割 も 拒絶 で き る 自 律性 を 持 っ て
い る と み な さ れ ， 専 門 職 と し て は 望 ま し い と 考 え ら
れ る 。 宮本川 は ， 「看護 部 門 全 体 と し て の 自 律 は 看
護者が医師 と の 関 係 に お い て どれ く ら い 自 己主張で
き る か に よ る と こ ろ が大 き いJ と 述べ て い る が， 看
護者が人 に 依存せず， 自 己決定で き 看護 を 行 う こ と
の で き る 職場環境があ れ ば， 専 門 的 自 律性が よ り 促
進 さ れ る と 考 え ら れ る 。
PNQ すべて に お い て ， 独立意識 の 下 位 概 念 の 独
立性 と の 間 に有意 な 正 の 相 関 がみ ら れ た 。 こ れ は ，
専 門 的 自 律度が高 い 人 は独立性が高 い こ と を 示 し て
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い る 。 責任 あ る 自 律 し た 行動 を と る た め に は 意識 の
独立が必要で あ る 。 個 人 の 自 律性 の 上 に専 門 的 自 律
性が形成 さ れ る と 考 え ら れ て い る こ と か ら も ， 今 回
の結果 は 妥 当 な 結 果 で あ っ た と 考 え ら れ る 。 何 か に
依存 し た り 反抗 し た り 上 下 関 係が消 え な い う ち は
独立 し て い る と は い え な い の で ， 独立性 は専 門 的 自
律 度 に 大 き く 影響 し て い る と 考 え ら れ る 。
以上の こ とか ら ， 個 人 の 依存性， 独立意識， 聞 き
直 り 態度 は ， 看護婦 の専 門 的 自 律 度 に 明 か に 影響 す
る こ と が判 明 し た 。
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Summary 
The influence of their dependency, spirit 
of independence, and defiant attitude on the 
nurses’ professional autonomy was examined 
in this study. A sample consisted of 161 nurses 
working in six public hospitals of Toyama 
prefecture. The instruments were the Japanese 
version of Pankratz Nursing Questionnaire, 
and Dependency Scale, Spirit of Independence 
Scale, Defiant Attitude Scale. 
The results were as follows ; 1 )  nursing 
autonomy ( rejection of traditional role limita­
tion )  was negatively correlated with instru­
mental dependency, 2) nursing autonomy 
( nursing autonomy and advocacy ) was posi­
tively correlated with defiant attitude, and 3)  
nursing autonomy was positively correlated 
with spirit of independence. 
